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｢環境時代」期待とちょっとした憂うつ

日工販理事

佐　藤　悦　郎
（ユアサ商事㈱　常務取締役）

　あれは1999年の幕張での東京モーターショーでした。日本、欧米の完成車と

一緒に、デンソー、アイシン精機をはじめ今話題のデルファイ社等、内外の部

品メーカーが大挙出展しており、興味を持って見学に行った時の事です。

　完成車では、ちょうどベンツ、ボルボ、フィアットなど欧州車が強い時で、

米国車は大分かすんでいましたし、日本車も見た感じでは幾分劣っているかな

と感じながら見学をしていましたが、未来車のブースに来た時、当時では奇抜

な方法でしたが、裸になった電気自動車の模型が大きく展示されているのが目

に留まりました。

　そこには、エンジンもミッションも、いわゆるメカ系の駆動部が一つも無

い、あるのはメインモーター、バッテリーとハンドルと足まわりのガランとし

た車でした。しばらくその説明書きを読んだり、又車を見たりしているうち

に、だんだん憂うつな気持ちになって来た事を覚えています。

　年が明けて、2000年、20世紀最後の正月のテレビ番組では、石油の枯渇を受

けての次の自動車について、ハイブリット化、天然ガスの使用、燃料電池車、

電気自動車と、その特長と技術的課題、コスト、実用性、普及時期等の議論が
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さかんにされていた事は皆様のご記憶にも新しいものと思います。

　「環境、省エネ時代」そのものは、大変素晴しい事です。公害問題時代から脱

却して（お隣の中国ではこれから始まるのかもしれませんが）地球全体の環境が

随分良くなり、各企業も「環境憲章」を定め、又その企業姿勢がその企業価値を

高める時代となり、「環境にやさしい、地球にやさしい」といった言葉が生ま

れ、それを冠に付けた商品が売れていく時代になって来ました。 「環境、省エ

ネ」に対する多様なニーズと、それを実現するさまざまな技術が開発され、私

達も新しい、大きなビジネスチャンスを得ています。その意味では 「環境時代」

に向い様々な角度から大いに期待が持てるものと言えます。

　さて私の“ちょっとした憂うつ”と申しますのは、ガソリンエンジン、ディー

ゼルエンジンが無くなってしまった時（先述しました通り、ガランとした電気

自動車等の時代になった時）に、それを加工している工作機械の需要はどうなっ

てしまうのだろう。大きく減るのでは。という事です。工作機械業界は現在大

変活況で、今年はもちろんの事、来年も好調を持続するのではと言われていま

すが、その原動力は自動車業界の設備投資であり、工作機械需要の50～60％は

自動車に何らかの関係があると言われていますが、いずれは来る燃料電池、電

気自動車の時代にはどうなるのか。これは早くとも30年以上先の事でしょう

し、業界も時代にあわせた発展を続けるでしょうから何も私が憂うつな気分に

ならなくても良いのですが、長らく仕事として工作機械業界にたずさわって来

た私としては、気になる事ではあります。
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平成平成1818年日工販賀詞交歓会開催年日工販賀詞交歓会開催平成18年日工販賀詞交歓会開催

　日工販の平成18年新年賀詞交歓会が例年通り八重洲富士屋ホテル｢櫻の

間｣において1月11日（水）12時30分より1時間半にわたり盛大に催されま

した。

　当日は快晴と天候に恵まれ、関係官庁、諸団体、報道関係から多数の来賓

のご出席をいただき、会員を含め好景気も反映して240名と大盛況でし

た。

　会は荘司専務理事の司会で始まり、石川会長の新年の挨拶に引続き（社）日

本工作機械工業会副会長の牧野二郎氏より来賓のご挨拶を賜わりました。続

いて昨年総会以降入会されました新会員の協同リース㈱が紹介された後、日

本工作機械輸入協会会長の近野通明様のご発声により一同乾杯をし、賀詞交

歓は繰り広げられました。

　歓談のなか、お忙しいにも拘わらず駈けつけていただきました経済産業省

製造産業局産業機械課長の高橋泰三氏より年頭のご挨拶を賜わりました。

　宴たけなわの中、定刻になり冨田副会長による三本締めで中締めがあり散

会となりました。

　ご多忙中にも拘わらず出席を賜わりました経済産業省の高橋課長をはじめ

ご来賓の方々、会員各位にあらためてお礼申し上げるとともに本年のご多幸

とご健勝をお祈り申し上げます。

（事務局）
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石川会長新年のご挨拶：

　皆様新年明けましておめでとうございます。

　日本各地で大雪が降りまして厳しい寒さが続く毎日で

ございますが、皆様方にはよいお正月を迎えたことと存

じます。

　本日は日本工作機械販売協会の賀詞交歓会に多数お集

まりいただきまして本当にありがとうございます。

　昨年は日本経済の回復が強く印象付けられました。

色々な改革が進み実を出しはじめ人々に自信と活気がよ

みがえるような気がしております。工作機械業界も大変

恵まれたよい年を享受できたと思います。暦年の年間受注総額は１兆3,500億円、その内我々が深く関

係しております内需が7,000億円あまりになった模様であります。この勢いは引続き、自動車産業をは

じめ建設機械、一般産業機械業界等にも生産設備増強の計画もございますし、IT関連産業も上昇気流に乗

るのも間違いないと思います。これは衆目の見方の一致するところでありますので今年も順調に工作機

械業界は推移するものと見込まれます。今年の年間受注総額は内需で6,000億円強、外需で5,500億円

程度、合計1兆1,500億円程度になるのではないかと予想しております。2002年10月から連続38ヵ

月間にわたりプラスを記録しております月間の受注総額対前年同月比はいずれ何時かそう遠くない時期

に横ばいからマイナスに転じる時がくると思いますが、今しばらくはその絶対額は高い水準で保たれる

と考えております。従いまして我々が今享受しております好調はまだまだ続くものと考えております。

このような長い期間好調が維持されるということは工作機械業界にとっても久しく経験したことはなかっ

たのではないでしょうか。

　今幾らかの余裕のあるこの時期、我々は商売の原点でありますところに思いをはせましてしっかり地

に足を着け今の好調に奢ることなく丁寧に仕事を進めていきたいと思います。機械を使う人が満足を得

られるように、機械を作る人の思い入れを伝えられるように、使われる機械が十二分に生かされるよう

に、全てに喜ばれるような販売を心掛けたいものでございます。そしてユーザーの方々、メーカーの

方々、取引先全ての方に喜んでいただける存在になるよう目指したいと思います。

　昨年日工販が実施致しました調査では日本国内の工作機械販売における日工販会員の占める割合は7割

を超えておりました。大変大きな数字で身が引締まる思いが致します。我々工作機械業界に居られるこ

とを幸に思い感謝しながら業界社会の発展に貢献していかねばと強く思いを抱くところでございます。

と同時に我々自身、会員各社自身が適正利潤をあげ経営の安定化を図り次ぎの世代の若い人達に魅力あ

る業界として残していくことが必要であると考えております。それに向けまして日工販も活発に活動し

ていきたいと思います。事務局を中心と致しまして皆様のご要望ご期待に沿えるよう、そして会員各社

の発展に寄与できるよう努めてまいる所存でございます。どうか会員の皆様にも以前にも増し日工販と

の関わりを深くお持ちいただき積極的に活動に参加していただくようお願い申し上げます。そして頼れ

る信頼される日工販を築いていきたいと思います。

　最後になりましたが会員各社の益々のご隆盛とご発展、そして今日ここにお集まりいただきました皆

様の益々のご健勝とご多幸を心より祈念致しまして私の新年のご挨拶とさせていただきます。ありがと

うございました。
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来賓ご挨拶：

経済産業省製造産業局　産業機械課長

高 橋 泰 三 様

　皆様明けましておめでとうございます。

　ご紹介いただきました経済産業省の高橋でございま

す。

　工作機械の関係は昨日日工会の中村会長が今年の受注

は年間1兆2,000億円と予測し、上方修正ありうべしと

非常に明るい話をしていただきました。もとより工作機

械は日本の製造業の強みの源泉でございますので、その

メーカーさんとユーザーさんをつないでいただく販売の役割は非常に大きなものがございます。景気も

よいということで皆さん今年もよい年になるであろうと思っておられることと存じますが、これが何年

続くのかが最近の話でして今年は大丈夫であろうが来年、再来年どこまで行くのであろうということを、

皆さん実は心の中で思っているのではと察します。

　一説によると日本経済60年周期説というのがありまして60年で前半の30年は上昇し、後半の30年

は下降するという大きな波動があり今年は上がるスタートの年であるという。要するに明治維新後の

1885年から60年間、前半の30年間はガーンと上がって後半の30年間は戦争に負けるまでずっと下

がって、1945年からずっと高度成長で30年間上がって1975年からオイルショック、バブルの崩壊と

いうことで低迷が続いた。

　最近株が上がっていますが1980年は8,000円、2002年は7,600円でこの約20年間はいってこい

で上がらなかった。2006年から新しい成長軌道に入るということで30年成長するという人もいます。

ただし、山高ければ谷深しということを皆さんも充分経験されたことですし、光あるところ影があると

いうことでございます。

　今年儲けないと何時儲ける年があるのかということもあるかも知れませんが、今年は儲けていただい

た上で次の一歩を固めていただきたい。リスクはあります。米国経済、中国経済、為替。大手行は公的

資金を前倒しで返済して今年は平常モードになると思われるので金融政策も平常モードになってくるか

も知れません。そういうリスクを睨みながら次ぎの一手、その次の一手と先を睨んでいきますと、工作

機械に関連する皆様方が繁栄し、強いては日本製造業、日本経済が発展するということになろうかと思

います。来年の今頃、その次の年も皆様とこのように明るいかたちでお会いできることを楽しみにして

います。

　この場を借りまして日頃産業経済行政にご協力いただいていることを感謝申し上げましてお集まりの

皆様の益々のご健勝とご発展をお祈り申し上げます。簡単ではございますがご挨拶にかえさせていただ

きます。

　ご静聴ありがとうございました。
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来賓ご挨拶：

（社）日本工作機械工業会　副会長　牧 野 二 郎 様

　皆さん明けましておめでとうございます。

　本来ですと中村会長がここに出席しましてお話し申し上げる

べきところですが、他事と重なり出席できません。代りに私か

らご挨拶申し上げたく存じます。昨日中村会長からメモをいた

だいてまいりましたので、その線にそってお話させていただき

ます。

　工作機械工業会はこのところ順調な状況で受注が続いていま

す。昨年は39ヵ月前年比プラス、20ヵ月連続の1,000億円

台の受注となっています。実際のところ昨年後半ではそろそろ

息切れがして、前年同月比で見ますと一昨年の終わり頃はかなり高い数字でしたので、そろそろよいで

はないかという人とここまで来たら何ヵ月でもいきたいという人と業界の中では分れていましたが、結

果的には昨年12月の速報数字も前年比プラスとなりそうです。昨年暦年は1割増の1兆3,500億円を上

回る数字になるであろうと昨日の日工会新年会で中村会長より話がありました。今後の見通しは石川会

長から話がありましたように色々な環境、その他見通しから申しましても悪いことはないと、工業界の

中でも比較的強気の見通しを立てています。昨日の中村会長の発言について色々な方からご質問があり、

どうも数字が合わない、全体的な話とこの見通しは前年が1兆3,500億円で、なんで今年は1兆2,000

億円になるのかと言われました。この予測数字はどうやって作っているのかと申しますと、この数字は

日工会の経済調査委員会で、経済予測はどうなるか等緻密な分析・計算をしてA案、B案、C案等仮説を

立てて、最後に、会長の独断と偏見をもって結論付けています。今年は、たまたま中村会長がこの数字

が好きで決定した次第です。前会長の大西会長の時から下方修正することに非常に嫌な思いをし、その

後上方修正を何回もやり、非常によい気分であった、という話を何度もしておられた。多分中村会長は

本年度に2回ぐらい上方修正をしたいということでこの数字を選んだと私は想像しています。そんな1兆

2,000億円ですので、よろしくお願いします。

　日工会では、中村会長自ら先頭に立って指導していることですが、工作機械に携わる人材の活動に努

めたい。この業界は重要な産業であって、これから若い優秀な技術者あるいはその他の人々をこの業界

の中に入れていきたいということで、色々な考えを取り入れ、また大学と教育界の知恵も取り入れて色々

な活動につなげていきたい。

　次ぎに前回の日工販との会合で申し上げたと思いますが、日工会として税制の改正について、予てか

ら要望を申し上げております。それはユーザーの皆様が設備投資をされその結果を出されたことに対し

て免税措置、利益を出したとことに税金面で色々な配慮を施していただく。特別なことをするというよ

り国際標準に近づけて欲しいということが我々の希望であります。その内のエネ革税制の延長は実現さ

れそうです。もうひとつ、長年懸案になっております減価償却の見直しということです。先進国に比べ

日本の償却制度の中で工作機械の償却期間が非常に長い。それに最後の簿価がゼロにならないというこ

とです。これは先進的なユーザーにとっては非常に不利益であるということです。例えば中小企業の皆

様でも非常にベンチャー的な活動に入られ大きな利益を得られていますが、最近の事業形態をみますと

非常に大きな利益をあげてもその事業は10年間持つということはなく、非常に早い時期に次ぎのベン
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チャービジネスを探すというようなことが迫られています。10年も経ってしまうとその事業は中国へ

行ってしまう訳です。その間、折角上げた利益を税金に取られてしまうと、次の新しい事業に投入して

いけないということです。ところが現実的には工作機械の償却期間は10年間ということで過去ずっとき

ている。これを国際標準に直してほしいということが私共の希望です。これは経済産業省が相当力を入

れて昨年あたりからやっていただいています。確か前回の会合で産業機械課長からこの席でお話がござ

いましたが、昨日の日工会の新年会ではそのことにつき製造産業局長から極めて積極的に取り組んでお

られるお話がありました。今年は是非これを実現していきたいということであります。

　色々お話したいことがありますけれども、先ほど石川会長がお話されたように今年は大変忙しい年に

なると思います。正直申しましてお客の方も私共工作機械メーカーも兵站が本当に延びきっておりまし

て、例えば折角お客様にお納めした機械が今までのようにフル稼動に到っていないという説も大部あり

ます。多分にちぐはぐなところが出ているので見直しをしろとのユーザーの上層部の話もあると聞いて

います。今年はそういう意味でいろいろ気を付けながら進めていかなければいけないということが実情

であると思います。先ほどの石川会長のお話の中で使われる側、作る側両方の立場をよく考えて両方の

良いことを考えていくことが日工販の役目であるとの趣旨をお話されましたが、昨年も１年間我々日工

会会員は日工販のお世話になったわけですが、今年はこのような状況下にありますので昨年以上に厳し

くご指導ご鞭撻をいただきますよう最後にお願いしたいと存じます。

　本年も宜しくお願いします。どうもありがとうございました。

乾　杯：

日本工作機械輸入協会　会長　近 野 通 明 様

　皆さん明けましておめでとうございます。

　今回は景気がよいと見えましてここにお集まりの皆様も

非常に多く、また顔色も一段と輝かしく思えます。

　先ほど日工会副会長の牧野様よりお話がありましたよう

に今年の受注は1兆2,000億円とのこと。昨日日工会の賀

詞交歓会にお招きいただきましたが、その時中村会長のお

話ではできれば8月に上方修正をしてみたいといっておられ

ましたので、今年もおそらく昨年と同様１兆3,000億円ま

たはそれ以上を目指しておられると思います。私共も昨年はよい年でありまして切削加工機械は輸入通

関実績で受注とは違いますが約600億円、鍛圧機械は約150億円、さらに一番大きいのはツールホル

ダーあるいは冶具、周辺機器を合わせまして約1,000億円強の輸入をしていまして前々年と比べまして

およそ30％増となっています。今年も頑張って同じような年にしたいと思います。

　日本の経済も株式の方は年末より日経平均1万6,000円を確保しておりまして今年は2万円を目指すと

いわれておりますので順風であるような気がします。皆さんと一所懸命頑張ってやりたいと思います。

　それでは日本工作機械販売協会及び会員の皆様の益々のご隆盛とご出席の皆様のご健勝とご多幸を祈

念致しまして乾杯致します。

乾杯！
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㈱山　善
大阪営業本部
機械部　業務課

瀧　谷　吉　行

　私事で恐縮ですが年明け早々にインフルエンザに感染してしまい10年ぶりに数日間寝込んでしまいま

した。何もすることがありませんのでテレビをつけっ放しで寝ておりますと、｢大阪の道頓堀で真珠を養

殖していましたが3年ぶりに引き上げます。｣というアナウンサーの声が耳に入りました。あの汚れた道

頓堀で真珠？一瞬Ａ型ウィルスに聴力中枢がやられたと思いましたが、よく聴いておりますと三重県鳥

羽で有名なアコヤ貝の真珠ではなくシロチョウ貝という名前の貝を3年前にテスト的に沈めていたのを引

き上げるというニュースでした。シロチョウ貝というのは汚れた水の中でも生息して呼吸していますと

汚水が浄化されるらしいです。大阪市民に一口5,000円で貝のオーナーになってもらい真珠を養殖しつ

つ道頓堀の水を浄化しようという試みのニュースでありました。(画面には形はあまり良くありませんが

ちゃんと正真正銘の真珠が数個映っていました。)阪神ファンの方でダイビングご希望の方はぜひシロチョ

ウ貝のオーナーになってあげて下さい。

　前置きが大変長くなりましたが、私は今回の投稿で工作機械と環境対策について少し述べさせていた

だこうと思います。

　2002年6月に批准された京都議定書が昨年2月に発効し更に昨年11月にカナダ・モントリオールで

第1回京都議定書締結国会議（MOP1）が開催され第1約束期間である2012年までの運用ルールに全て合

意がなされ各国の取り組みが具体的にスタートしました。我が国日本は1990年比で6%の温室効果ガス

の排出削減を約束しております。

　当社におきましても環境マネジメントシステムを構築し2000年3月、大阪本社にてISO14001の認

証を取得しました。さらに全社活動に広げ、2002年3月、国内全事業所へと認証範囲を拡大いたしまし

た。私が所属している機械部におきましても決められたプログラムに沿って日々の電気使用量、ゴミ排

出量等の記録を取り削減を実行しています。それらの削減を続けることが大きく纏まって種々のエネル

ギー、CO2発生量の削減となり地球温暖化防止の為と信じております。

　また視線を社外に転じますと日々の仕事の中で私たちの工作機械業界にとって最大の顧客である自動

車産業においてもハイブリッドカーや燃料電池開発に見られるように環境問題に対して新しい素材の開

発あるいは新工法、新技術等に日夜たゆまぬ努力がなされています。工作機械販売に携わる者としても

当然環境対策を無視するわけにはいきません、環境に優しいあるいは省エネに繋がる設備をお客様の立

場に立って常に考え提案していかなければなりません。わかりきっている事ですがニーズのある所に需

要があるということです。世界に誇る我が国の種々の工作機械メーカーさんが開発し市場に投入してい

る環境対策商品の販売を通じ大げさかも知れませんが地球温暖化防止にほんの少しでも貢献することが

自分の責務であると感じた2006年の年初でありました。
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　ニュースダイジェスト社主催の「2006年ＦＡ業界新年賀詞交歓会」が、去る1月12日名古屋のホテル

キャッスルプラザで開催され、冒頭同社取締役社長樋口八郎氏より500名余のFA業界諸氏へ、恒例の「わ

が国工作機械産業の需給実績と見通し」についての講演がありましたので、同社のご好意により当日配布

されました資料を転載致します。

　当日は同氏講演に引き続きブラザー工業㈱代表取締役社長平田誠一氏に2005年度NDマーケティング

大賞の贈呈があり、同氏より「わが社の経営戦略」と題する受賞講演があり、「At your side」な企業文化

に基づきお客様第一の経営を実践するための「ブラザー・バリュー・チェーン・マネージメント」を構築

している旨述べられました。

　小憩の後、恒例となりました「新春トップインタビュー」と銘打った公開インタビューが樋口社長の司

会で、（社）日本工作機械工業会会長　中村健一氏と㈱ジェイテクト（JTEKT）取締役会長　山田隆哉氏と

の間で繰り広げられ、工作機械業界と自動車業界の展望が語られました。

日工会中村会長：

●2005年の受注は年初見込みを大きく上回り1兆3,620億円と1990年に継ぐ史上2番目の高水準。昨

年秋口より納期対応が整いつつある。

●2006年は引き続き設備投資環境は良好で年間受注1兆2,000億円を見込む（内需6,500億円、外需

5,500億円）。

●2005年内需の産業別では一般産業が自動車を上回っているが、総体的には自動車産業への依存度は

60％程度と見ている。

●外需地域別比率は1990年にアジア／欧州／北米＝2：3：5が2004年には4：3：3となり2005年

には更にアジアの比率が高まっている。特に中国・韓国・台湾の東アジア向けが活況。

●日本は1982年以来24年間世界一の工作機械生産国であり、世界への供給国としての地位を維持して

いく。

JTEKT山田会長：

●2005年国内自動車販売台数は585万台で過去3年ほぼ同水準。輸出は2003年から毎年20万台伸び

ていて2004年は496万台。

●国内生産は輸出が増えている分だけ年率20万台増加し2004年1,051万台。海外生産は2004年970

万台で、2005年は国内生産を超えた模様。

●自動車メーカー11社設備投資計画2005年度3.1兆円、2006年度2.9兆円、2007年度2.7兆円（野

村證券金融研究所2005.11）。

●2006年度はプロジェクトの端境期。ただし各社増産意欲は高く、部品メーカーにとって端境期は後

にずれる。2007年度はユニットの新開発投資や、海外工場への投資が長いスパンで続くため、2006

年度を超える可能性あり。

●2004年世界人口63億人の15％に過ぎない先進国が世界の自動車保有台数8億台の70％を占めてい

る。今後発展途上国をはじめとする先進国以外での拡大余地を考えると自動車産業は成熟産業ではな

く成長産業といえる。

●工作機械メーカーは海外を含め既存自動車メーカー及び部品メーカーへの売り込みが重要である。



トピックス

11 日工販ニュースVol.18 No.2

０４/Ⅳ ０５/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ０６/Ⅰ
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３００，０００

２５０，０００

２００，０００

１５０，０００

１００，０００

５０，０００

０

（百万円）
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需
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定
）
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－５.８
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－９.７
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１４０，０００

０６.Ⅳ

２９５，０００

－１３.１

１５５，０００

１４０，０００
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１８７，０００
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受注総額

前年同期比

　内　需

　外　需

２００２年 前年比

６７５，８３７

３５０，３２２

３２５，５１５

－１４．３

－１４．８

－１３．８

２００３年 前年比

８５１,１０１

４４１，５８７

４０９，５１４

＋２５．９

＋２６.１

＋２５.８

２００４年 前年比

１,２３６,１９２

６７２,８３９

５６３,３５３

＋４５.２

＋５２．４

＋３７.６

２００５年 前年比

１,３５０,０００

７４５,０００
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＋７.３

２００６年 前年比

１,２５０,０００

６７０,０００

５８０,０００

－７.４

－１０.１
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総金額

　内　需

　外　需

（単位：百万円・前年比％）

わが国工作機械産業の需給実績と見通し
［2005年1月12日発表・暦年ベース］

ニュースダイジェスト社《月刊・生産財マーケティング》編集部

１．受　注　〔日本工作機械工業会統計〕

①昨05年の受注実績（一部推定）は、自動車業界をはじめとする幅広い製造業による旺盛な設備投資、中

国を中心とするアジア地域の需要増などに促され、03年から3年連続で拡大基調を示した。その勢い

は年央以降も衰えず、日工会の年初予測値も上方修正された。

②受注額は02年10月から05年11月まで38ヵ月連続で前年比プラス、単月ベースで1,000億円

超の高レベルである。したがって05年は、過去最多だった90年実績（1兆4,121億円）にどれだけ

迫るかが焦点になっている。

③景気循環グラフをみると、00年代4四半期を起点（＝100）とした今回のサイクルは、04年第4四

半期以降、高原横這い状態を示している。自動車メーカーの設備投資は08年まで高水準で推移すると

見込まれる。06年は、全体的に落ち込みがあったとしても、きわめて緩やかであろう。

④下欄に四半期ごとの受注予想額を示す（単位＝百万円）。

工作機械受注実績 四半期別の内・外需推移
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総金額

・対米国

・対欧州

・対東アジア

（単位：百万円・前年比％）

２００２年 前年比
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－７.１
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＋４４.０

２００４年 前年比
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１１３,４１６

２９２,４１１
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＋１１.１
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２００５年 前年比
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２００６年 前年比

７７５，０００

１６２，０００

１２８，５００

３３２，０００

－３.１

－３.３

－２.７

－３.２

３．輸　出　〔財務省貿易統計〕

①自動車、電機、精密機械など、わが国製造業全般で現地生産や同販売が広がり、世界レベルで需要地

域の拡大が進んでいる。このため、工作機械の外需比率も上向く傾向にあるものの、欧米諸国の先行

き不透明感などもあり、輸出全体では05年を頂点に06年はやや減速が見込まれる。

②地域別では、アジアが中国・インドの経済成長や、タイをはじめとする自動車産業の投資が見込まれ

る。その反面、米国は自動車メーカーの不振や原油価格の高騰が懸念され、欧州も主要国の景気回復

の遅れや、中東欧圏への生産移管に伴う地域空洞化などにより不透明感がみられる。

総金額

　台　数

　重　量

　・単価

（単位：百万円・台・トン・前年比％）
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１２.０

＋２.７

＋４.９

＋２.２

－１.６

２．生　産　〔経産省機械統計〕

０４/１１１２ ０５/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

３５，０００
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（百万円）

マシニングセンタマシニングセンタマシニングセンタ

研削盤研削盤研削盤

専用機専用機専用機

ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤

金　額台　数

３，０００

２，５００

２，０００

１，５００

１，０００

５００

０
０４/１１ １２ ０５/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤

研削盤研削盤研削盤

マシニングセンタマシニングセンタマシニングセンタ

専用機専用機専用機

①通常、工作機械は注文を受けて生産が完了するまで、最短でも数ヵ月を要する。05年11月時点の受

注残は、単月受注額の約6ヵ月分にものぼる。したがって、理論的には現在の受注額が生産額に反映さ

れるのは8～9ヵ月後とみられ、05年の旺盛な受注により、06年の生産は堅調に推移すると見込まれ

る。

②業種別にみた06年の需要見通しは、自動車は一部大手の設備投資前倒による反動減などで前年実績よ

りやや減少が予想され、中小企業の設備投資もやや弱含み。一方で、電気・精密機械が調整期を脱し、

中国などアジア市場の需要増大、DVD・HDDの生産拡大に伴い高水準の投資が見込まれる。加えて、

石油関連、建設機械など重厚長大産業の設備投資増加も好材料と言える。
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工作機械輸入の国別推移 主要国の工作機械生産推移

（米Gardner Publ.）
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４．輸　入　〔財務省貿易統計〕

①旺盛な国内需要を背景に、03年以降3年連続で増勢基調を辿ってきた輸入だが、06年は一服しそう。

納期遅延が広がる中、ビジネス機会を生かすため、できるだけ早く生産設備を導入したいユーザーに

輸入機は大きく貢献してきたが、需給バランスの安定に伴い本来の市場実態に戻るかっこうだ。

②輸入機で金額的に多いのは、特殊加工機、研削盤、歯車加工機など。地域別では、輸入全体の半分を

占める米国が05年には00年に迫る高水準の推移が見込まれるが06年は微減に。アジアは好調な韓

国・台湾勢に中国が加わり、06年も堅調に推移しそうだ。その一方で、欧州はドイツやスイス、イタ

リアの一部メーカーは底堅いが、全体的には弱含みである。
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OSP-P200　アンチクラッシュシステム
オークマ株式会社

１．はじめに

　今日、高付加価値加工を実現するために複合加工機や5面加工機、5軸加工機などの導入が進んでいる。

　これらの機械は、動作が複雑であるため、加工準備作業の際に、不測の衝突を起こす可能性が高く機械

オペレータに慎重さが求められ、加工準備時間が長時間化する傾向にある。

　アンチクラッシュシステムは、加工プログラムによる自動運転や、加工準備作業の中でしばしば用いる

手動操作において、機械の実動作に先行して、NC装置自身が工具やワーク、治具、機械構造物との干渉

チェックを自動的に行い、衝突前に機械を安全に自動停止させる衝突防止を実現し、複雑な動作の機械を

「誰でも安心して使える工作機械」に変えるインテリジェントな機能である。（資料1）

２．インテリジェントNC装置「OSP-P200」が実現する衝突防止機能（アンチクラッシュシステム）

　アンチクラッシュシステムは、下記の技術開発による新しいオープンアーキテクチャーで構築された極

めて先進的なNC装置のインテリジェント化によって実現された。

添付資料３

　　資料１



話題の技術

16日工販ニュースVol.18 No.2

ａ）先進のソフトウエアプラットフォームとなるWindowsを支配下におき、かつ、同ソフトウエアとリ

アルタイムの機械制御ソフトウエアとを協調動作させるリアルタイムOSを開発した。

ｂ）リアルタイムOSの制御下で、知能化のキーテクノロジーである先進の3Dグラフィックシミュレー

ションと機械制御とを融合させたリアルタイム3Dシミュレーションを開発した。

　こうして開発されたインテリジェントNC装置「OSP-P200」により、加工プログラムによる自動運転

や、加工準備作業で用いられる手動操作においても、機械の実動作に先行して、NC装置自身が自動的に工

具やワーク、治具、機械構造物の干渉チェックを行い、衝突前に機械を安全に自動停止させるアンチクラッ

シュシステムが実現された。

　資料2は、ATC（自動工具交換装置）を備えた複合加工機を使い、35種類の工具を用いて1時間12分で

加工を行なう事例で、その準備作業時間13時間36分の内訳を示した図である。

　ここで、複合加工機を例に加工プログラムによる切削動作の確認作業や手動操作による作業をみると、

①刃物台の干渉に細心の注意が払えるように、機械オペレータは速度を落として動作させる。

②さらには、一時停止により機械動作を止めて干渉位置関係を確認する。

　このように、「速度を落とす」「一時停止させる」というロス時間の積み重ねが、加工準備時間を増加させ

る。アンチクラッシュシステムは、このロス時間の削除を可能とした。

３．アンチクラッシュシステムの実現技術

　アンチクラッシュシステムを実現するキーテクノロジーとプラットフォームについて紹介する。

３－１．Windowsを支配下におく自社開発リアルタイムOS

　「OSP-P200」では、シングルコンピュータ上で機械制御ソフトウエアとWindowsとを協調動作させる

リアルタイムOSを自社で開発し搭載した。このリアルタイムOSは、機械の状態を監視し、さらに、加工

プログラムや手動操作に応じて機械制御信号を生成し、駆動部に出力する機械制御ソフトウエアを、時間

保証された一定の微小周期で動作させ、かつ、その制御下でWindowsを動作させることを可能にした（資

料3参照）。さらに、本リアルタイムOSでは、機械制御ソフトウエアとWindowsをプラットフォームとす

るアプリケーションソフトウエアとがリアルタイムにデータ交換できる仕組みを実現している。

　　資料２
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３－２．グラフィックシミュレーション技術と機械制御技術とのリアルタイム融合

　アンチクラッシュシステムは、資料4に示すように、Windowsをプラットフォームにして動作するグラ

フィックシミュレーション側に、工具やワーク、治具、機械構造物といった可動ユニットと非可動ユニッ

トの三次元モデルから成る仮想機械を持ち、このグラフィックシミュレーションソフトウエアと前述した

機械制御ソフトウエアとが、リアルタイムOSを介して、リアルタイムにデータ交換しながら、シミュレー

ションを行なうというリアルタイム3Dシミュレーション技術により実現している。

　具体的には、加工プログラムや手動操作に応じて機械制御信号を生成する際に、先行してグラフィック

シミュレーション側に移動信号を出力して仮想機械を動作させ、干渉発生の有無を予測検知して機械制御

側に出力する。干渉が発生すると予測された場合は、干渉発生の手前で可動ユニットを減速停止させ、干

渉が発生しない場合は、そのまま移動させる制御を行なう。この結果、実際に機械が衝突する前に安全に

自動停止させることができる。

４．まとめ

　「OSP-P200」に搭載されたアンチクラッシュシステムは、加工の高付加価値化と相反して増加する加

工準備時間を抑制することが出来るため、今後、複合加工機に限らず、多品種少量生産を担う多くの工作

機械に搭載されると思われる。

　　資料４

　　資料３
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㈱牧野フライス製作所　富山営業所

藤　原　邦　祥

Part 2

　入社し、配属されてから半年後のことだったと思います。先輩と引き継ぎの挨拶で、あるお客様を訪

問した際、お話の最中にその社長様からこう言われました。「たわけ！だから、大学出のボンクラはバカ

だって言うんや！！やる前から、出来ないと思って何が出来る！！」と。入社1年目の何も分からずビビ

リまくっている私は、頭の中が真っ白になったのと同時に、これまで言われたことのない罵声に腹が立

ちました。いくら、お客様とは言え、初対面の相手に、『「ボンクラ！、バカ！」はないだろう。どこまで

社長は、私のことを知っているのだ！』とまで思いました。（後で考えればこのように言われたのは、確

か社長様からの問いに「出来ません。」と答えたからだったと思います。）　その時の私は、とても腹が

立って、お客様であることを忘れてケンカ腰になりかけたのを覚えています。

　また、こんな社長様もいらっしゃいました。こちらのお客様も、配属後、半年経過した頃から担当す

ることになりました。前述の社長様と異なり温和な社長様でいろいろ丁寧に優しく接して下さいました。

そして、ある時、弊社の代理店様から連絡があり、そのお客様が弊社製品の購入を検討していただける

とのことでとても嬉しかったの覚えています。しかし、値段交渉に入ったところでこれまでの私の社長

様への印象ががらっと変わりました。「藤原君、私はあなたから機械を購入すると言っているのに、あな

たが値段を決めなくて、誰が決めるの？上司は関係ないでしょ。上司が値段を決めるなら、最初から藤

原君なんていなくていいんだよ！」と言われました。（弊社の代理店様を前にしてでした。）　もうその時

の私は顔が真っ青になり、その後、何を話したのか記憶がないほどでした。

　2日経って社長様から電話があり、｢買うと言っているのだから早く来んか！他のメーカーを買う

ぞ！！｣と言われ、諦めていた私には本当に寝耳に水でした。再度訪問した時厳しい値引要求がありまし

たが、お蔭様で何とか注文はいただきました。

　その後、転勤をするまで、約2年半、両社とも担当させていただきましたが転勤の挨拶にお伺いした

際、一方の社長様からはこう言われました。「藤原君、俺はどんな若い奴にも、必ず叱るんや。若い奴

は、伸びる可能性をたくさん秘めている。それなのに、今の上に立つ奴らは、叱ることをしない。だか

ら、代りに俺が叱って、教育しているんだ。感謝しろ。な！」と。「最後まで、社長らしいお言葉、あり

がとうございました。」と、思わずつぶやいてしまいました。（その後の社長のお言葉について、敢えて

言いません。想像にお任せ致します。）そして、他方の社長様からは、こう言われました。「藤原君の良

いところは、1つだけある。あんたは、分かっとるか？『粘り強い性格！』だぞ。転勤しても、粘り強く行

けな！！」と。これまで、自分でどうしようもなくなると、すぐ人に頼っていた私に、「すぐ助け舟を呼

ぼうとするどうしようもない奴！」と、口癖のように言っていた社長様からのお言葉に、大変感動したの

を覚えています。

“今の私・過去の私”

→
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協同リース㈱
サプライヤー営業部長

岡　庭　守　司

“部下を動かす人事戦略”
著者：金井壽宏　高橋俊介　（PHP新書）

　本書は、「キャリアアップの時代は終わった」「部下を動かす人材育成術」「会社を変える人事戦略」を各

部とする三部構成により、高度成長期の「ピラミッド型」人事（終身雇用、年功序列）の終焉以降、目標管

理制度、資格職能給制度、成果主義と時代ごとに企業が取り組んできた諸制度を現代社会の実情を元に

「組織」「人事」「戦略」のトライアングルを念頭に検証し、問題点や陥りやすい感覚を認識の上、ラインマ

ネジャー、経営層、人事担当者が、会社ビジョンに沿った形でいかに戦略を立て行動し、会社を強くし

ていくかを論じている。著者は今をこのように言う、「人事をどのように行い、組織のなかの人間の行動

にどのような影響を人事が与えるかという問題が、ひいてはその組織体の戦略的な優位、競争力に繋が

るところまで視野に入れることが望まれる時代になってきた。」

　成果主義評価とは「再現性の高い仕事の質的な部分を評価すべきである。」数字というものは一見客観

的な評価基準に見えるがたまたまの大口注文や、押込み販売など「数字の実は仕事の一面的な部分を表し

ているにすぎない。」と結果主義偏重には留意を促し、今後のミドルを「世代継承性」（エネルギーを若い

世代と協働し教育することに向け、なおかつ、そこでつくりだしたものが会社の繁栄を通じて社会に貢

献する。）即ち実現可能な世代とし、「社員のキャリア・コンピテンシーを高めるよう会社が上手に支援

すれば、組織は活発化し、リーダーも育ちやすくなりそうだ」との考えについては共感した。

　経営資源たる人の問題はビジネス社会において最大関心事の一つである。私は、ラインマネジャーで

ありミドル層としてまたリースマンとして本書を読み、部下に案件対応方法（与信設定の際の定数分析の

みならず定性分析に対する着眼点や、商品、業界特性）を伝え、部下の自律を促し、リース会社の役割で

あるお客様、サプライヤー様との信頼構築を指導していきたいと強く感じた。

　お二人に出会う以前の私は、何でもオドオドし、言われるがままの自信のない自分でした。しかし、

お二人と出会い、教わったことは、数えきれませんが、こうです。『お客様からの問い合わせには、出来

ないと思っても検討してみると答えなさい！』、『出来ないと思って諦めずに、粘り強くいきなさい！』と

いうことです。これが、今の私です。

　今の私をお二人が見れば、またお叱りを受けると思いますが、今度は『愛のムチ』として、有り難くお

話しを聞ける自分がいると思います。

→
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第２０２回 定例理事会

議 事 録 から議 事 録 から

日　時：1月11日（水）11：00 ～ 12：00

場　所：東京／八重洲富士屋ホテル

　　　　　　　5階「あんず・なつめ」の間

出席者：石川会長、副会長3名、専務理事、

　　　　理事18名、監事2名、事務局1名。

会長挨拶

　新年あけましておめでとうございます。大変

景気のよい正月を迎え皆さんの明るい顔を見る

ことができ、嬉しい年明けとなった。

　今年は皆さんの協力を得てユーザー・メー

カーの皆様のお役にたてる日工販を築き上げた

いと思っている。今年もご協力のほどよろしく

お願いする。

議　題：

［経済産業省広報］：

　経済産業省経済産業政策局産業人材参事官室

　田中信雄氏より「平成18年度産業人材施策」及

び平成17年4月1日施行「人材投資促進税制」に

ついて説明を受けた。

・産業人材を巡る現状：

　団塊世代の定年到達を控え若手人材の確保・

育成の必要性があるが、企業は90年代には厳

しい環境下教育訓練費を削減してきた。然し

人員削減、技術の短サイクル化等により従来

型OJTによる人材育成継続が困難な状況とな

り、今後はOFF-JTと組み合わせた組織的・体

系的人材育成が重要となっている。一方、大

学生の大企業思考が上昇し、中小企業にとっ

て若手人材確保は容易でなくなってきてい

る。大学進学率は2002年49％と中国の14

％をはるかに超えるが、学力は低下し、経済

ニーズへの対応度合いは中国にも劣り世界

60ヵ国中58位にとどまっており、中国への

投資先としての魅力につき、4社に1社が優秀

な人材との回答があり、人材格差による空洞

化のおそれもある。

・政府の取組状況：

①産学連帯を通じた若手人材の育成

（１）モノ作り分野での専門職大学院等の設置促

進

（２）高専等を核としたモノ作り人材の育成

②若者と地域産業の橋渡し支援

（１）中小企業の魅力の若者への発信

（２）若者の能力向上・就業促進を図るための

サービスセンター（ジョブカフェ）設置

（３）地域自立・民間活用型キャリア教育プロ

ジェクトの推進

（４）若者・フリーターの就職・仕事に役立つ知

識・スキルを提供する「草の根ｅラーニン

グ」の推進

・平成17年4月1日施行「人材投資促進税制」に

ついて

人材投資促進税制の特徴として

①業種・規模を問わず全ての企業が対象

②法人税・所得税から税額控除（増加額の25

％）

③中小企業には手厚い特例措置（総額の最大

20％）

④研修委託費・教材購入費など幅広い費用を

対象

　最後に具体例をあげて本税制導入による大き

なメリットを説明、人材育成に本税制を活用さ

れたい旨述べられた。
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議事録

［付議事項］

（１）スペイン国際工作機械展BIEMH'06視察団

組成のこと

　専務理事より、昨年末にBilbao Exhibition

Centreより3月開催の同展への視察団派遣要請

があり、1月12日（木）までに確認回答を求めら

れているため、本日の議題にあげた旨説明があ

り、審議を行った。

　審議の結果、急な話で時間的余裕も無く参加

者も固まらず、今回は見送ることにした。

［報告事項］

（１）流通動態調査平成17年11月結果

　専務理事より報告。受注は相変わらず順調で

前年同月比17％増。売上も10月に比し上昇し

前年同月比30％強増。

　11月の鉱工業生産指数は過去最高となり、生

産動向は緩やかながら上昇傾向にあり、今しば

らくは堅調が続くと見られる。UFJ総合研究所

の2006年度経済見通しによると、いざなぎ景

気（57ヵ月続いた）越えが視野に入り、2005年

度の実質経済成長が2.6％に達したと見られ、

2006年度に関しては、上期の強めの動きか

ら、これを上回る可能性があるとの強気の分析

を示している。

（２）委員会報告

①教育委員会：SE更新研修　専務理事報告。　

名古屋11/10、東京11/17。受講者60名。

詳細日工販ニュース12月号参照。

　委員会11/29　植田委員長報告。

　SE講座受講料改訂検討。詳細日工販ニュース

1月号参照。

②調査広報委員会：田尻委員長報告。11/15。

11・12月合併号編集確認。EMO国際会議内

容及び現地視察者の印象記掲載。会員名簿発

行内容確認。会員会社工作機械年間売上額調

査結果報告実施了承。

③東部地区委員会：尾瀬委員長報告。

　委員会・講演会・懇親会11/22。箸匠せいわ

木越社長による講演「ありがとうの広がる商

い」。56名参加。今回は忘年懇親会とせず、

単に懇親会として会費も引き下げ多くの方の

参加を願ったが結果的に効果が無く52名の参

加にとどまった。本年は従来通り忘年懇親会

として開催の予定。

　懇親ゴルフ会11/29。龍ヶ崎カントリー倶楽

部12名参加。

④中部地区委員会：井内委員長報告。

　中・西部合同工場見学会11/10　トヨタ会館

及びトヨタ自動車元町工場。中部33名、西部

15名参加。講演会・忘年懇親会12/2。

　元日工販会長瀧氏による講演「工作機械販売の

歴史―古きをたずねて新しきを知る－」97名

参加。

⑤西部地区委員会：

　中・西部合同工場見学会11/10。懇親ゴルフ

会11/15。グリーンエースC.C. 20名参加。

講演会・忘年懇親会12/1。大西日工会相談役

による講演「日本の自動車産業の動向と工作機

械」120名参加。

（３）その他

　本年地区忘年懇親会日程：

　　東部：12月8日（金）

　　中部：12月6日（木）

　　西部：12月5日（水）

　明年日工販賀詞交歓会日程：

　　1月10日（水）

　

次回定例理事会　

　3月8日（水）　14：30～16：30

　大阪／産業創造館
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議事録・SE教育

06-10R-1304 ㈱トーメンテクノソリューションズ 大野　　学

06-10R-1060 三菱商事テクノス㈱ 佐藤　和雄

06-10R-1292 三菱商事テクノス㈱ 中村　文彦

06-10R-1307 三菱商事テクノス㈱ 足立　憲昭

06-10R-1294 三栄商事㈱ 豊島　久史

06-10R-1211 東銀リース㈱ 林口吉代伸

06-10R-1332 日本機械リース販売㈱ 山川　伸平

06-10R-1412 三井リース事業㈱ 松澤　　孝

06-10R-1208 UFJセントラルリース㈱ 佐野　真一

06-10R-1209 UFJセントラルリース㈱ 増山　恒夫

06-10R-1340 UFJセントラルリース㈱ 大津　正裕

Ｓ

Ｅ 教育

Ｓ

Ｅ 教育

日工販SE合格者 第１２９回発表

今回は1月の合格者6名です。

『更新研修』合格者 第８１回発表

認定No. 会社名 合格者名 認定No. 会社名 合格者名

今回は1月の合格者11名です。

06-15-1725 ㈱兼松ＫＧＫ 矢可部洋光

06-15-1726 日本機械リース販売㈱ 松岡　敬之

06-15-1727 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 北之口芳文

06-15-1728 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 丹羽　辰夫

06-15-1729 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 平松　雅章

06-15-1730 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 伊藤　良和

第２５回 インターネット委員会

ネット会議

発信日：平成17年12月22日

集計日：平成17年12月27日

参加者：後藤委員長、委員6名、事務局2名

議　題：

１．日工販からのお知らせ「展示会」「新製品」

ページ廃止のこと

結論：メーカー賛助会員に掲載を依頼したが、

長期間にわたって書き込みが行われていな

いため閉鎖することにした。

２．「事務局お知らせ」の「年間統計」ページ追加

の件

結論：統計資料はできる限り残しデーター

ベースとして活用できるように［年間統計］

ページを追加する。

　事務局

　１．２．につきましては、製作会社と事務局

が打ち合わせを行い進めます。

　最終的には、メーカー賛助会員宛　閉鎖の連

絡を行います。



23 日工販ニュースVol.18 No.2

㈱エムエムケー
中部営業部
シニアセールスマネージャー

森　本　直　樹

　今から約20年程前になりますが、私が工作機械業界に入った時のことを思い起こせば、まず工作機械っ

て何？マザーマシンって何？というところから始まり当時の私の目から見た工作機械というものは、あん

なに硬い鉄をいとも簡単に削ったり、孔を明けたりと驚くばかりだったことを思い出します。

　私が生まれ育った土地の地場産業は陶器産業で茶碗やどんぶりを人の手でまさに職人技で粘土から作り

上げていくという様子を日常的に見ていたこともあって、物づくりという言葉から連想されるのは職人さ

んの手でという観念が今でも強くイメージに残っています。

　こうした私のバックグランドもあってか、最初に工作機械を目にした時には大きな驚きはありましたが、

工作機械を好きになることがなかなか出来ませんでした。

　驚きを持ったものに対して興味が湧くのが普通だと思いますが、なぜか私はそうではなかったのです。

　そしてここからが私の悲劇の始まりで、好きでもない物を販売出来るものでもなく、加えて対象ワーク

の図面を見るだけで蕁麻疹が出そうなそんな感じでした。

　こうした中、自動車関連のあるお客様で生産技術を担当をしている方と会話する機会があり出身地が私

と近場ということもあって話もはずみました。そんな時自分の心中をポロっとこぼしてしまったのです。

　すると私に対して“工作機械の上辺だけを見ているから何も進歩しないんだよ、もっと本質を見てなぜ工

作機械が必要でその役割は同じタイプの機械でも色々ある。もっともっといろんな工場に行ってそこで働

く人達を含め、よく見れば何か感じられるものが必ずあるから”とご自身の経験談を含め仕事そっちのけで

聞かさせていただき気持ちが軽くなったことを憶えてます。

　よくよく考えてみれば日常的なことを言っていただいただけのことですが、これまで私自身が当たり前

のことを実践していなかったようにも思え、それからはお客さんへ出向く度に積極的に工場を見させて頂

くことを心がけました。

　そうこうするうち私も工場現場の方々と技術的な会話も出来るようになり、ある時お客さんから“あんた

も鍛冶屋になってきたね”と言われた時には何とも言えない喜びを感じ、大きな自信へとつながったので

す。

　今や工作機械業界でも“ナノ”という単位もめずらしくないものに聞こえ、今後将来的に工作機械がどん

な形に進化し発展してゆくのかを見守り、私も負けないよう日々精進に努め販売を職務とする中でスーパー

営業マンを目指すモチベーションで頑張っていきたいと思ってます。

　また、考えてみればこれまでのことを振り返るというのも最近ではなかったのですが、今回こうした機

会に自身の事を振り返ってみて大事なことを思い出したような気がします。

　最後にこの業界で仕事が出来ることに本当に感謝しております。

成功話・苦労話・失敗談等
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工作機械・FA流通動態調査１
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編集後記

行事予定

●年の始めの祝い酒も覚めやらぬ１月16日、ライブドアに東京地検特捜部による証券取引法違反容疑に
よる家宅捜索が入り、１週間後には堀江社長等４名が逮捕され、同社の錬金術的成長の影の部分が明
かになってきました。ものづくりとは異質の世界での騒動ですが、監査法人や証券取引等監視委員会
の機能が十分に果たされていないことへの不信感は拭い去れません。上昇傾向にあった日経平均株価
も冷水を浴びたように一時下落しましたが、その後、落ち着きを取り戻してきました。

●国会での証人喚問が続けられた耐震強度偽装事件や上記のライブドア摘発事件もそうですが、然るべ
きチェック機能としての役割を担う専門家が求められる技能・技術を発揮できていないところに問題
があるように見受けられます。プロがプロとしての仕事をしっかり行うことがたいへん重要ではない
でしょうか。

●日工会が発表した12月の受注は単月で過去最高の1,286億円で昨年同月比10.２％増でした。2005年累
計では1990年の1兆4,121億円に次ぐ史上２番目の１兆3,632億円、前年比10.3％増となりました。内需
累計は前年比11.0％増の7,467億円で、外需累計は6,165億円と昨年の5,634億円を9.4％上回る史上最高
額でした。地域・国別受注では韓国45.5％、タイ21.6％、インド26.1％の前年比増が目を引きますが、
中国は1.2％減少しました。この結果アジア全体では10.5％増となりました。英国向けは27.9％増加し
ましたが、ドイツ、イタリア向けの減少があり、欧州全体では0.9％増とほぼ横ばいでした。アメリカ
は一昨年の41.8％増に引き続き18.5％増と２年連続して増加しました。主要地域割合はアジア39.8％、
北米.33.7％、欧州24.1％です。

●日工販の賀詞交歓会もそうでしたが、本年の関連団体の賀詞会も好況を反映してか、何れも昨年を上
回る出席者で賑わい、久しぶりに味わう本格的回復基調がしばらくは続くのではと見る方が多いよう
で、2006年の見通しも明るいものでした。

調査広報委員会 ………………………………… 2月21日（火） 機械工具会館

教育委員会 ……………………………………… 2月27日（月） 機械工具会館

政策委員会 ……………………………………… 3月8日（水） 大阪産業創造館

定例理事会 ……………………………………… 3月8日（水） 大阪産業創造館

展示会

SIMTOS2006 ………………………………… 4月12日（火）～17日（月） 韓国・ソウル

2006自動車部品生産システム展 …………… 6月14日（水）～17日（土） 東京ビッグサイト

IMTS2006 ……………………………………… 9月6日（水）～13日（水） アメリカ・シカゴ

JIMTOPF2006、第23回日本国際工作機械見本市

　　　　　　　　　　　 ……………………… 11月1日（水）～8日（水） 東京ビッグサイト



［東部地区（36社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
㈱ エ ム エ ム ケ ー
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
東 京 金 子 機 械 ㈱
㈱トーメンテクノソリューションズ
常 盤 産 業 ㈱
トッキ・インダストリーズ㈱
独 協 機 械 ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（53社）］

㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 隈 豊 和 機 械 ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
黒 田 精 工 ㈱
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱
高 松 機 械 工 業 ㈱

㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ テ ク ノ ワ シ ノ
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 平 ト ヤ マ
野 村 精 機 ㈱
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（20社）］

エヌ・ティ・ティ・リース㈱
協 同 リ ー ス ㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEキャピタルリーシング㈱
住 商 リ ー ス ㈱
ダイヤモンドリース㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
㈱ 芙 蓉 リ ー ス 販 売
三 井 住 友 銀 リ ー ス ㈱
三 井 リ ー ス 事 業 ㈱
三菱電機クレジット㈱
UF Jセントラルリース㈱

正会員（全72社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（50音順）

平成１８年２月１日現在

賛助会員（全73社）


